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研究成果の概要（和文）： アクションリサーチの方法により 7 年前に創設した韓国・釜山広

域市影島区に初の地域児童センター（児童福祉法に基づく低所得家庭、ひとり親家庭の児童を

対象とした放課後児童健全育成事業の通所施設）を拠点とした地域実践モデル研究を実施した。 

特に日本の研究助成により設立されたこともあり、当初から現在に至るまで地域で一定の注目

を集め、行政機関等との良好な信頼関係構築も可能となった。登録児童及び家族の聞き取り・

アンケート調査等により児童の心身の健康状態、日常の生活態度・マナー、衛生管理、学習態

度、成績、プログラムへの参加、人間関係構築などにおいて当初から比べてポジティブな変容

が確認された。第三者評価事業による評価結果も公表し、影島区では本センターを貧困脱却・

自立支援モデル施設として認知されるようになった。 

 

研究成果の概要（英文）： 

By this action research project, the Dong San Dong Community Children Center, as a child welfare facility, was 

established in utilizing community practice model in social work 7 years ago in Yeong Do Ward, Busan , Korea.  

Particularly, an appreciative remark was extended to Japanese Grant-in-Aid for Scientific Research initiative 

support for this project which was well recognized as the demonstrative model for the Community Children 

Center in Korea. The results of evaluation and responses had been positively appeared in case analysis of children 

at the center, interviewing responses of children, in relating to physical and nutrition conditions, attitudes of daily, 

learning habits, enthusiastic attitude toward their participation in programs, manners, human relations were 

appeared to be positively much changed than initial evaluation of children at the beginning of the center. The 

practice model of this project utilized at the Community Children Center seemed to be fully understood and 

recognized by the Yeong Do Ward Director General had decided to adopt the same kind of independent living 

model for poverty families this project developed in implementation.    
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１．研究開始当初の背景 

本研究の対象地域は釜山市内の低所得者

層が政策的に集められた影島区東三洞であ

り、住民の約 60％が日本の生活保護にあたる

国民生活基礎受給者である。市内の失業率は

ほぼ日本と同様の状況であり、研究対象地区

には特に貧困児童家庭生活課題が山積して

いた。そこで、2004 年度から 2006 年度の科

研費により問題解決のための拠点として

2005年3月に貧困児童を対象とした地域児童

センターを設立した。本研究は設立以降の継

続研究にあたる。  

 

２．研究の目的 

釜山広域市最大の貧困地域に初めて設立

した地域児童センターを拠点として、貧困地

域の児童・家族に対する地域密着型の貧困脱

却・自立支援モデルを開発することである。 

 具体的にはセンター運営に直接関与し、①

児童の健全育成支援の効果測定、②当事者家

族のプログラムへの参加促進とエンパワメ

ント、③貧困問題解決に必要な地域福祉力の

形成のためのアドボカシー活動の 3点につい

て、コミュニティ実践を通して実証すること

である。つまり、利用者のケース分析をはじ

め集団・組織分析、サービスの連携・組織化・

調整、福祉のまちづくりのための政策提言、 

サービス計画策定に向けた働きかけなど、ミ

クロからマクロまでの介入を行う。貧困地域

開発/発展モデルに基づく地域福祉力の形成

というメゾ・マクロの視点での実践と、セン

ターによる児童と家族への直接サービス提

供を行うミクロの視点での実践の二重的ア

プローチを統合した介入方法と戦略によっ

て展開することが特徴である。 

 

３．研究の方法 

本研究は「地域福祉」「貧困・疎外」「子ど

も家庭福祉」「国際福祉」の４分野にまたが

る複合領域であり、地域を基盤としたソーシ

ャルワーク実践の応用研究でもある。 

そこで、貧困児童家庭問題に対しアクショ

ンリサーチの方法を土台として、①文献によ

る理論的検討、②サービス提供、ケース介入

などフィールドでの直接的実践、③当事者、

関係機関、協働体などへの聞き取り・質問紙

調査による組織分析、という 3つのアプロー

チにより問題点を明らかにする。 

その上で、区内に存在する貧困児童問題に

関連する多様なサービス組織体の構造的課

題を検証し、貧困脱却と自立支援のための総

合的なサービス供給システムを構築する。 

 
４．研究成果 

 センター運営に携わり、直接的な支援と間

接的な支援を行った。成果としては以下の点

があげられる。第一に、貧困脱却・自立支援

に向けた児童の健全育成支援及び保護者の

意識と行動の変容にはセンターのリーダー

シップのスタイルが一定の影響を与えてい

ることが明らかとなった。この点はセンター

長のリーダーシップの実情を児童、保護者、

ソーシャルワーカー、本人、運営委員、行政

の担当者などへの聞き取り調査及び第三者

評価結果などにより分析した。 

そこで、低所得地域における管理運営者と

しての資質及びリーダーシップのスタイル

について課題を明らかにした上で、専門研修、

自主研修などの実施後、適切な時期を選択し、

組織発展の諸段階において、センター長の交

代を執行した。以上により、ソーシャルワー

カー、保護者会、運営委員会などの組織整備



と調整を行った。 

第二に、児童の健全育成支援のためのプロ

グラム開発を強化し、新たに日本語学習・漢

字学習・日本短期滞在による生活体験の機会

を作った。つまり、児童の学習ニーズの充足

度を重視する一方で、センターの理念・目的

に合致しない学習・文化プログラムの修正・

廃止・創設を行った。 

このことにより、児童と保護者が現在の困

難な生活問題を克服するために努力する姿

勢が観察され、当事者家族のプログラムへの

関心と参加度を高め、将来の生活設計に関す

る相談援助が可能となった。いわゆる児童を

通した保護者のエンパワメントである。多問

題家族については、定期的な個別面談と訪問

相談、関係機関との連携、紹介を実施した。 

利用期間の長い児童、保護者にとって、今

やセンターは不可欠な生活の場＝居場所と

なっており、児童、保護者、スタッフがひと

つの家族であるという表現が示された。 

第三に、センター実践による地域福祉力の

構築をめざすセンターの理念を啓発する手

段として、ニュースレターの発行、パンフレ

ット・リープレットの製作、新たな看板設置、

地域で各種文化発表会などへの参加を通し

て、広報力・発信力を強化した。具体的には、

市の文化センターからの依頼により、プロの

映画監督の指導により、センター児童が役者

となって、いじめ防止をテーマとしたミニ映

画製作が行われ、撮影前の準備から製作、発

表までに関わった。 

以上の広報活動の活性化は結果として、当

初、貧困児童を対象とした本センターに通所

することの恥ずかしさ、抵抗感、またスティ

グマ（社会的烙印）に悩んでいた児童が徐々

にエンパワーされ、意識と態度の変容が観察

され、所属感、プライドが生まれてきた。 

つまり、低所得であったり、家族関係が崩

壊していること、障害による学習・発達の遅

れ、虐待・DV の被害などを理由として、学校

でのいじめや冷やかしを受け、うつ状態やひ

きこもりがちになっていた児童が、それらの

状況から脱却したいという気持ちに変わっ

てきた。また、予想される問題を未然に予防

すること、問題が発生した場合には、センタ

ー児童同士が学校内で学年を超えて助け合

う意識が醸成されてきた。以上の段階を経て、

近年では学内外での各種受賞、小・中学校で

生徒会長に選出されるなど学校内でのリー

ダーシップを発揮し、自分の夢を持ち、語れ

るように変化してきた。 

第四に、貧困問題解決に必要な地域福祉力

の形成に向けてのコミュニティ実践を行っ

た。ソーシャルワーカーへのスーパービジョ

ン、集団・組織分析、サービス組織化・調整、

政策提言などに関して、ミクロからマクロま

での介入を行い、貧困脱却・自立支援のため

のモデル化に取り組んだ。直接的支援の成果

としては、この３年間、毎年実施されたセン

ター事業に関する第三者評価で高得点を獲

得し、モデル施設として認知されるようにな

った。また、影島区地域児童センター協議会

を組織化し、本センター長が会長として選出

された。 

間接的支援の成果としては、研究者が提案

した東三１洞（行政区）のまちづくり計画案

が全国の自治体のコンペティションで最優

秀賞を獲得するなど行政計画への影響を与

え、「地域福祉力」の形成に向けての啓発を

行った。現在では区の地域、児童福祉、文化

交流に関するイベントなど招へいされるな

ど、地域発展のための実践研究機関としても

認知されてきている。 

結果として、2012 年度の 6月には、ソウル

で「世界貧困問題研究所」（外交通商省管轄

の研究機関）が創設されることになった。そ



こで、釜山支部の研究所長として連携研究者

が任命され、研究代表者には研究員としての

依頼があった。7 月には釜山において新たな

研究所の開所式とフォーラムが実施される

ことが決まっており、そこで研究者らが実践

研究成果の一部を発表する予定である。 

本研究テーマには、これまでに 2 回、計 6

年間の科研費によって取り組むことができ

た。日本では、児童福祉分野において、児童

厚生施設である児童館があり、放課後児童健

全育成児童の事業も存在している。しかし、

それらの施設や事業は、貧困児童と家族を対

象とはしていない。貧困や家族機能の低下に

直面している児童への専門的な地域でのサ

ービス機関は、現在の日本には存在していな

いということである。さらに、児童館や児童

福祉機関では社会福祉の国家資格である社

会福祉士や精神保健福祉士を有するソーシ

ャルワーカーは必置規定とはなっていない。    

一方、韓国では、貧困児童、ひとり親家庭

の児童などを対象とする地域児童センター

が児童福祉法によって設置されている。そし

て、センター長も直接の指導・支援者も韓国

の国家資格を有する社会福祉士（ソーシャル

ワーカー）でなければならない。貧困児童へ

の支援という専門性の視点でも、人材の適正

配置という点でも法整備がなされ、政策が実

行されている。 

本研究の重要性と意義はまさにこれらの

点にある。日本において貧困問題は社会福祉

の原点であり、尐子高齢社会において、喫緊

の課題である。貧困児童・家庭の地域自立生

活支援に関する実践研究は日韓共通のテー

マであり、双方が学び合うことは多いといえ

る。本研究を通して、日本の社会福祉士、精

神保健福祉士が必要とされる場は広がって

いるにもかかわらず、まだまだ法制度が未整

備であり、児童福祉分野に専門職の配置が十

分になされていないことがわかった。多様な

社会問題、生活問題の解決のためには、日本

の社会福祉の国家資格が、現在のような「名

称独占」から脱却し、「業務独占」となるべ

きであろう。そのためのアドボカシー活動、

ソーシャルアクションが今こそ、必要な時で

あるといえる。 
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